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坂下南・東小学校　卒業式特集

　
卒
業
生
は
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
返

事
を
し
、
校
長
先
生
の
目
を

ま
っ
す
ぐ
見
な
が
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
在
校
生
か
ら
の
お
別
れ
の
歌

と
言
葉
は
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
り
、
卒
業
生
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
卒
業

生
も
家
族
や
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

へ
あ
た
た
か
い
感
謝
の
言
葉
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
式
の
途
中
、

小
学
校
生
活
の
思
い
出
を
振
り

返
り
、
涙
す
る
卒
業
生
・
保
護

者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
父
母
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
仲
間
や
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
と
の
別
れ
を
惜

し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
先
生
に
お
花
を
渡
し
た

り
、
父
母
に
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
渡
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
心
の
こ
も
っ
た

あ
た
た
か
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
ま
し
た
。　
先
生
・
保
護
者

は
照
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う

に
児
童
た
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
受
け
取
り
成
長
し
た
児
童

た
ち
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て

い
ま
し
た
。

　
３
月
20
日
、
坂
下
南
・
東
小

学
校
で
統
合
後
初
の
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
坂
下
南
小
学
校
で
は
、
１
０

３
人
・
坂
下
東
小
学
校
で
は
、

69
人
が
卒
業
し
新
た
な
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
が
入
場
す
る
と
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

坂
下
南
・
東
小
学
校

�

統
合
後
初
の
卒
業
式
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坂下中学校　卒業式特集

　
坂
下
中
学
校
で
、
３
月
13
日

に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
晴
れ
姿

の
卒
業
生
１
６
７
人
が
学
び
舎

を
後
に
し
、
人
生
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
迎
え
ま
し
た
。
式
で

は
一
人
一
人
が
名
前
を
呼
ば
れ
、

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
ま
た
、
卒
業
生
代
表
の
答
辞

や
保
護
者
と
教
師
の
会
会
長
の

祝
辞
の
場
面
で
卒
業
生
や
保
護

者
た
ち
が
涙
す
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。　
　

　
式
の
最
後
に
は
卒
業
生
全
員

で
合
唱
を
披
露
し
心
の
こ
も
っ

た
歌
声
が
響
き
渡
る
と
、
会
場

か
ら
は
卒
業
を
祝
福
す
る
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
教

室
で
開
か
れ
る
と
、
卒
業
生
た

ち
は
先
生
や
友
人
ま
た
学
校
生

活
と
の
様
々
な
思
い
を
胸
に
別

れ
を
名
残
り
惜
し
ん
で
い
る
よ

う
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
保
護

者
た
ち
は
温
か
く
和
や
か
な
表

情
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

坂
下
中
学
校
卒
業
式
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【問い合わせ先】　建設課　上下水道班　TEL８４－１５３１

【坂下中央処理区 供用開始区域図】

合併処理浄化槽設置整備事業補助金
町では、合併処理浄化槽を設置される方に対し、平成26年度予算の範囲内で補助金を交付します。

▼対象とならない区域

　○公共下水道認可区域(下水道整備が当分見込まれない場合は除く)

　○農業集落排水施設整備事業実施区域

▼補助対象の要件

　○単独処理浄化槽及びくみ取り便槽からの転換

　○住宅用途の浄化槽（併用住宅は、住宅部分の延床面積が１／２以上のものに限る）

▼平成26年度合併処理浄化槽補助金交付額

▼単独処理浄化槽及びくみ取り便槽撤去費用

　　　単独処理浄化槽、くみ取り便槽撤去費用の補助については、上記の本体工事費に上乗せしての

　　交付となります。

【増改築する場合】 【新築及び更地にする場合】

建物の延面積 浄化槽の規模 金額 建物の延面積 浄化槽の規模 金額
130 ㎡ 以 下 ５ 人 槽 352,000円 130 ㎡ 以 下 ５ 人 槽 177,000円
130 ㎡ を 超 え る ７ 人 槽 441,000円 130 ㎡ を 超 え る ７ 人 槽 220,000円
2 世 帯 住 宅 10 人 槽 588,000円 2 世 帯 住 宅 10 人 槽 294,000円

※要件により該当しない場合もあります。詳しくはお問い合わせください。

○切り替えの要件

単独処理浄化槽からの切り替え 45,000円

汲み取り浄化槽からの切り替え 30,000円

上下水道班からのお知らせ
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下水道（公共下水道・農業集落排水施設）

への接続をお願いします

【坂下東処理区  供用開始区域図】

◎下水道への接続（排水設備工事）は町の公認指定業者へ

　町では、排水設備を安心して設置していただけるよう「会津坂下町排水設備工事指定業者制度」を定め

ています。指定業者は、法律や条令で定められている基準に合った排水設備を設置するために必要な技術

を習得しているとともに、工事に必要な書類の作成や諸手続きについて申請者をサポートしており、町が

指導と監督を行っています。

　会津坂下町では、生活環境の改善及び公共用水域の保全を図るため、公共下水道事業及び農業集

落排水施設整備事業、合併処理浄化槽設置整備事業を行っています。

　公共下水道、農業集落排水施設の供用開始区域内にお住まいの皆さまは、下水道の役割をご理解

いただき、早期の接続をお願いします。

　公共下水道事業は、現在坂下東処理区及び坂下中央処理区の管渠整備を実施しております。下記の区域

について平成２６年４月より供用開始となります。

【坂下東処理区】　（下図）

　新たに字小川原、大字羽林の一部が供用開始となります。

【坂下中央処理区】（左図）

　新たに字舘ノ下の一部が供用開始となります。

上下水道班からのお知らせ
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福祉健康班からのお知らせ

ひとり暮し老人・高齢者世帯の支援事業について

　町では、介護保険制度によるサービス以外に下記のような事業を実施しています。

　詳しくは各事業の問い合わせ先にご連絡いただくか、介護保険サービスを受けている方について

は担当ケアマネージャー等にご相談ください。

【問い合わせ先】　生活課福祉健康班� TEL８４-１５２２

� 生活課戸籍環境班� TEL８４-１５００

� 社会福祉協議会� TEL８３-１３６８

事業名・対象者 事業内容 個人負担等 問い合わせ

紙おむつ給付事業

対象：在宅の寝たきり老人等で

　　　常時おむつが必要な方

介護保険法による要介護度４及

び５の方で、在宅(入院・入所を

除く)の寝たきり老人に対して1ヶ

月3,000円の給付券を支給する。

3,000円を

超える分は

個人負担

生活課

福祉健康班

軽度生活援助事業

対象：一人暮し老人・高齢者

　　　世帯で所得税非課税世帯

除雪(玄関から道路まで) ・家事

補助・雪囲いなどの雑作業・軽

易な仕事を依頼できる。

※屋根の雪おろし、除草は非該

　当

１時間 150 円

１ヶ月２回・

１回２時間の

限度あり

社会福祉

協議会

日常生活用具給付事業

対象：一人暮し老人等
緊急通報装置の設置

所得により

個人負担あり

社会福祉

協議会

特殊寝台貸付事業

対象：寝たきり老人等

ギャッチベッド・マットレスを

貸付
個人負担なし

社会福祉

協議会

配食サービス事業

対象：一人暮し老人等

調理が困難な方等へ安否確認を

含め週２回（月・金の昼食）弁

当を配達

１回 300円
生活課

福祉健康班

やさしい住まいづくり助成事業

対象：一人暮し老人・高齢者世

　　　帯（所得制限あり）

手すりの取付、段差の改善、洋

式トイレへ取替え等

※介護認定者・障がい者を除く

費用の１割を

補助（18万円

を上限とする）

生活課

福祉健康班

デイサービス事業

（元気老人生きがいデイサービス）

対象：介護認定非該当の高齢者

送迎日帰りで、趣味の活動や日

常動作訓練、入浴などにより身

体機能等の低下を予防する

１回 700円
生活課

福祉健康班

寝具乾燥消毒サービス事業

対象：在宅の寝たきり老人等

業者による寝具の洗濯消毒等を

年１回実施する。

特殊なものを

除き負担なし

社会福祉

協議会

家庭系ごみ戸別収集事業

対象：一人暮し老人・高齢者・

　　　障がい者のみで構成され

　　　る町民税非課税世帯

ごみを集積所まで出すことが困

難な対象世帯に対し、安否確認

も含めてごみの戸別収集を週１

回実施する。

個人負担なし
生活課

戸籍環境班
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保険年金班　高齢者支援係からのお知らせ

介護保険サービスの利用者負担・支給限度額変更について

　４月から消費税が８％へ変わったことに伴って、４月以降に利用する介護保険の利用者負担と支

給限度額が変更になりました。

○利用者負担の変更

　介護保険サービスを利用したとき事業者へ支払われる介護報酬は非課税のため、消費税引き上げ

分の上乗せはありません。一方、事業者がサービス提供に必要な施設備品を購入した時には消費税

分も支払いますので、事業者の負担が増えることになります。そこで４月から介護報酬を全体平均

０．６３％増やして事業者への負担を軽減することになりました。それに伴い利用者が支払う利用

者負担も変わることになりました。

○支給限度額の変更

　１か月に介護保険で利用できる上限額（支給限度額）が決められていて、それを超えて利用した

分は利用者が全額負担します。介護報酬改定によって利用者負担が引き上げられたため、いままで

と同じサービスを利用しても上限を超えてしまう人が出てくることから、利用者の負担が増えない

ように、支給限度額も引き上げられました。

※平成２６年３月３１日以前に発行された介護保険被保険者証につきましては、区分支給限度基準

　額の欄を改定後の支給限度額に読み替えていただき、住所変更や介護認定の更新などで４月以降

　に発行する介護保険被保険者証については、改定後の支給限度額を記載したものを送付いたします。

【問い合わせ先】� 生活課　保険年金班　高齢者支援　TEL８４-１５１３

利 用 者

市 町 村

１割負担

９割負担

支払い
介護報酬の増

（非課税）
（課税）

サービス提供

購入

事

業

者

購

入

先
事業者負担

在宅サービスの区分支給限度額（１ヶ月）

要介護状態区分 平成２６年３月末まで 平成２６年４月から

要支援１ ４９,７００円 ５０,０３０円

要支援２ １０４,０００円 １０４,７３０円

要介護１ １６５,８００円 １６６,９２０円

要介護２ １９４,８００円 １９６,１６０円

要介護３ ２６７,５００円 ２６９,３１０円

要介護４ ３０６,０００円 ３０８,０６０円

要介護５ ３５８,３００円 ３６０,６５０円
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会
津
藩
の
消
費
税
‐
溜
銭

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
―
　

 

坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら
　

　
　
慶
長
の
大
地
震
か
ら

　
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

八
月
二
十
一
日

午
前
七
時
～
九
時
頃
、
震
度
六
の
地
震
が
会
津

地
方
を
襲
い
、
三
七
〇
〇
人
超
の
死
者
と
民
家

二
万
戸
余
の
倒
壊
を
も
た
ら
し
ま
す
。
更
に
、

東
西
に
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
、
南
北
に
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
強
の
範
囲
に
あ
る
土
地
・
家
屋
が
水

没
し
て
、「
山
崎
新
湖
」
と
呼
ば
れ
る
湖
が
で

き
ま
す
。
排
水
路
な
ど
の
復
旧
工
事
に
懸
命
に

努
め
ま
し
た
が
、
水
が
引
く
ま
で
四
〇
年
位
か

か
り
ま
し
た
。（
①
）。

　
こ
の
大
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
六
・
九

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
暦
で
言
え
ば
十
一

月
初
め
頃
で
、
当
時
は
稲
刈
り
後
の
年
貢
の
準

備
や
新
酒
作
り
が
始
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
影
響
で
越
後
街
道
は
、
②
の
よ
う
な
若

松
城
下
を
通
り
越
後
へ
つ
な
が
る
街
道
と
し
て

再
生
し
ま
す
。
同
時
に
、
坂
下
村
も
物
資
の
流

通
の
中
継
地
点
と
し
て
繁
栄
す
る
き
っ
か
け
を

つ
か
み
ま
す
。
ま
た
、
街
道
沿
い
の
村
々
も
活

気
づ
い
て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
一
六
二
五
年
に
用
水
路
を
中
心
に
し
た
町
割

が
実
施
さ
れ
た
坂
下
村
は
、
軽
井
沢
銀
山
か
ら

の
大
移
住
も
伴
っ
て
新
越
後
街
道
を
代
表
す
る

宿
場
町
の
一
つ
と
し
て
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
近
隣
の
村
々
は
、
自
分
の
馬
で
自
家
生

産
物
を
宿
駅
に
関
係
な
く
本
街
道
を
通
っ
て
目

的
地
ま
で
運
ぶ
こ
と(

中
追
馬
＝
現
代
の
宅
配

便
に
相
当)

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま

で
一
〇
年
間
に
渡
っ
て
、
溜
銭
と
い
う
今
日
の

消
費
税
に
相
当
す
る
大
型
間
接
税
（
税
率
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
常
必

需
品
の
塩
は
除
外
し
、
魚
鳥
類
、
味
噌
、
そ
う

め
ん
、
菜
種
、
紅
花
、
刻
み
タ
バ
コ
、
菓
子
、

材
木
、
醤
油
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
麹
、
伽
羅
油(

鬢

付
け
油)

、
繰
綿
、
茶
、
塗
り
物
、
水
油
、
紙
、

呉
服
、
小
間
物
、
古
手
物
、
穀
類
、
薬
種
、
砂

糖
、
藍
玉
な
ど
に
課
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
「
義
倉
溜
銭
」
と
称
し
、
生
活
困
窮

の
領
民
に
低
利
で
貸
し
出
す
「
義
倉
」
の
た
め

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
元
金
は
一
万
両
（
約
一

〇
億
円
）
と
し
、
義
倉
を
行
え
る
よ
う
な
額
に

な
っ
た
ら
溜
銭
を
や
め
る
計
画
で
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
る
物
価
高
の
不
満
を
抑
え
る
た
め
、

城
下
の
社
寺
の
祭
礼
や
盆
踊
り
な
ど
で
、
見
世

物
や
各
種
興
行
を
行
わ
せ
て
領
民
に
潤
い
を
与

え
る
策
も
講
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
藩
財
政
は
好
転
せ
ず
、
溜
銭
は
幕

末
ま
で
続
き
ま
す
。
溜
銭
は
、
困
窮
し
た
家
臣

の
救
済
や
藩
の
公
務
に
流
用
さ
れ
、
領
民
へ
の

貸
し
出
し
は
不
十
分
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
律
儀

な
者
が
損
を
す
る
と
い
う
風
潮
が
現
れ
て
き
た

の
で
す
。

　
城
下
で
は
、「
町
は
ず
れ
で
米
を
商
っ
て
い

る
も
の
は
、
大
町
の
検
断
倉
田
に
届
け
て
か
ら

商
売
せ
よ
」「
村
々
よ
り
大
量
の
酒
が
入
っ
て

き
て
町
の
酒
屋
が
こ
ま
っ
て
い
る
」「
村
々
に

味
噌
屋
が
で
き
て
、
坂
下
方
面
の
商
い
が
少
な

く
な
っ
た
か
ら
、
溜
銭
を
少
な
く
し
て
欲
し

い
」
と
の
訴
え
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

坂
下
村
で
は
四
と
九
の
付
く
日
に
市
を
立
て
商

取
引
が
行
わ
れ
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
溜
銭
を
払
う
こ
と
で
、
自
宅
で
商
売
を
す

る
「
見
世
売
」
が
各
村
々
に
で
き
た
か
ら
だ
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
商
品
経
済
の
勢
い
が
各
村
々

に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
　
未
来
へ
の
予
兆

　
商
品
経
済
の
進
展
の
中
で
、
溜
銭
が
領
民
に

も
た
ら
し
た
生
活
と
、
約
二
〇
〇
年
後
の
今
の

生
活
は
、
質
・
量
と
も
に
違
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
の
経
験
の
蓄
積
が
今
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ

て
も
い
ま
す
。
未
来
が
到
来
す
る
ま
で
は
、
誰

に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
起
き
て
い

る
こ
と
を
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
、
必
ず
未
来

へ
の
予
兆
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
の
時
代
に
起
き
て
い
る
変
化

か
ら
、
は
る
か
未
来
に
ど
の
よ
う
な
経
験
の
蓄

積
で
あ
る
知
恵
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

会
津
藩
の
溜
銭
の
導
入
か
ら
、
そ
う
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
文
化
班

 

☎
83
―
３
０
１
０
　

り
、
沿
道
の
村
々
に
は
、
農
業
と
と
も
に
商
業

や
宿
駅
の
駄
賃
取
り
の
収
入
を
得
る
農
民
が
多

く
い
た
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
町
割
は
明
治
に

入
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
現
在
の
町
並

の
原
型
と
な
り
ま
す
（
③
）。

　
　
会
津
藩
の
財
政
改
革

　
一
方
、
会
津
藩
の
財
政
は
、
初
代
藩
主
保
科

正
之
の
時
か
ら
赤
字
で
し
た
。
徳
川
将
軍
家
と

親
戚
で
も
あ
る
同
藩
は
、
将
軍
家
か
ら
様
々
な

出
費
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の
費
用

だ
け
で
も
現
在
の
金
額
に
換
算
し
て
約
一
億
円

か
か
り
、
江
戸
ま
で
六
～
七
日
の
日
程
を
数
百

人
が
同
行
し
ま
す
。

　
一
七
六
四
年
の
五
代
藩
主
の
頃
に
は
、
四
万

両(

推
定
約
四
〇
〇
億
円)

の
借
金
を
抱
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
貢
率
は
六
～
七
割
と
高

く
、
新
田
開
発
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
打

開
で
き
ず
、
苦
肉
の
策
の
一
つ
と
し
て
、「
溜

銭
」（
た
め
せ
ん
）
制
度
が
採
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
溜
銭

　
会
津
藩
で
は
、
一
七
六
一
～
一
七
七
〇
年
ま

町史編さんだより

① 山崎新湖推定図

② 新旧越後街道略図

③ 明治20年(1987)
　 頃の町並

旧

新
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中央公民館

図書室だより Vol.46
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

～図書室からのお願い～

図書室をご利用される方は、貴重品や

荷物の管理はご自分で充分に注意し、

席を離れる際には必ず貴重品をお持ち

いただくようお願いしたします。

4 月 23 日は『子ども読書の日』、そしてこの日から 5 月 12 日までは『子どもの読書週間』です。

第 56 回（2014 年）の標語は「いつもいっしょ、本といっしょ。」

これを機に、小さいお子さんから大人の方まで、本に親しみ、読書の喜びや楽しみを知ってほしいと思い

ます。

このほかにも新着本がまだまだあります。

ぜひ、図書室へお越し下さい。

物語 夜の小学校で

岡田淳 作

偕成社

桜若葉小学校の夜の警備員を引き受けた青年が

出会う、ふしぎなできごとの数々。毎日新聞関

西版「よんであげて」に連載された作品を改稿

したファンタジックな 1 冊です。短編集なので、

朝の読書や読み聞かせにもおすすめです。

物語 お引越し

ひこ・田中 作

福音館書店

1991 年の椋鳩十児童文学受賞作が、35 歳の主

人公と親友 2 人の「あと話」を新たに収録し、

装画も新たに福音館書店より復刊されました。

80 年代の京都を舞台に、少女の心模様と成長を

イキイキと描いた本です。

小説 約束の海

山崎豊子 著

新潮社

週刊新潮で第 1 部の連載を開始。第

3 部まで予定していたが、未完のま

ま絶筆。結末までの構想メモを編集

部がまとめ粗筋として収録し、単行

本化されました。

対象 本のタイトル 著者名 出版社

一般 三省堂国語辞典のひみつ 飯間浩明 著 三省堂

一般 幻坂（幽 BOOKS） 有栖川有栖 著 メディアファクトリー

一般 疑心（隠蔽捜査；3：新潮文庫） 今野敏 著 新潮社

一般 ランチのアッコちゃん 柚木麻子 著 双葉社

児童 世にも魔界な小学校の巻（黒魔女さん；9） 石崎洋司 作 講談社

児童 樹海の決戦 （ヒックとドラゴン；8） 相良倫子 訳 小峰書店

室内 LED 化のお知らせ

図書室も LED 化し、明る

くなりましたのでぜひご

利用ください。

図書室だより
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食育だより

【問い合わせ先】　健康管理センター　TEL 83－1000

～会津坂下町商工会女性部の取り組み～

私たち会津坂下町商工会女性部は、女性の力で町を

元気にするための、様々な業種の女性事業従事者によ

る団体です。

昨年度、行った活動の一つとして『食育伝承事業』

があります。食卓から体に良いものが消えつつある今、

無添加の自然なものを、次世代を担う子供たちに食べ

させたいという思いから、「笹まき」に焦点を当て、ば

んげ街なか軽トラ朝市において販売したところ、来客

者の皆様に大変好評でした。

また、添加物不使用の食材を使った料理講習会も実施し

ました。健全な食について、部員間で再確認する良い機会

となりました。特に、会津坂下町特産の馬肉を使用した「う

まうま煮」は多くの方に広めたいレシピです。馬肉にはグ

リコーゲンが豊富に含まれ、疲労回復効果があり、体に優

しい低カロリーな食材です。皆さまも、４月１９日（食育

の日）に改めて馬肉の素晴らしさを見直してみてはいかが

でしょうか？

　これからも活動をひろげ、地域活性化のために更なる事業を進めてまいります。商工会女性部の取り組みが、

一人でも多くの方に会津坂下町の食について考え、興味をもって頂けるきっかけとなれば幸いです。

おすすめレシピ♪作り方

① 馬肉、大根を一口大に切り、馬肉を茹でてあくを抜

く。（茹でた後、よく水洗いしあくを取る）

② 馬肉を鍋にもどし、ひたひたの水(分量外)を入れ、

３０分煮る。

③ 鍋に★の調味料を足して、さらに１時間煮る。

④ 一口大に切った大根を入れ、やわらかくなるまで煮

れば完成。

◎子供からお年寄りまで食べられるレシピです！

ぜひチャレンジしてみてください。

☆★４月 19 日 食育の日・家庭料理の日★☆

材料（4～５人分）

馬肉 300～400g

大根 1/2 本

★しょうゆ 大さじ３～

★砂糖 大さじ３～

★だし 鍋ひたひた

★サラダ油（好みで）

馬肉のパサつきをおさえます

　　   ◎料理講習会メニュー◎　
・たまごのり巻き　　　　　　　　 
・セロリの干しタラの漬物　　 　　
・白菜のキムチ漬け　　　　　 　　
・馬刺しの切り出し煮（うまうま煮）
・たくあん漬　　　　　　　　　　 
・残りご飯で凍み餅　　　　　 　　

「笹まき」作りの様子。

作った数４００個！

講師：部員 金子テル子 氏

（有限会社 金子製パン店）

52
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毎月第１日曜日・第３土曜日に施設開放(午前９時～１２時まで)をしています。

第３土曜日には下記の楽しいイベントを企画いたしました。

親子で…お友達と…おじいちゃんやおばあちゃんもご一緒に、

遊戯室や所庭で楽しく遊んで下さい！！

▼時間 午前９時３０分～午前１１時３０分 ▼場所 保育所遊戯室・所庭

５月３１日（土） ムシバイキンをやっつけよう！

※保育所の行事で、親子一緒に楽しめる企画です。

６月２１日（土） 上手に食べよう おいしいごはん

※保育所の行事で、親子一緒に楽しめる企画です。

７月１９日（土） 泥んこ だいすき♪

※着替え・タオルの準備をお願いします。

８月２３日（土） お水 だいすき♪

※水遊びができる準備をお願いします。

９月２０日（土） みんな集まれ よ～いどん！

１０月１８日（土） 親子で楽しくわらべ歌

１１月１５日（土） 楽しく作ろうクッキング （事前申込み有）

１２月２０日（土） メリークリスマス☆ （事前申込み有）

１月１７日（土） 作ってあそぼう （事前申込み有）

２月２１日（土） うれしい ひなまつり （事前申込み有）

※月により日程が変更になります。

※飲み物は各自持参してください。

※１１月・１２月・１月・２月の参加については、準備の都合上早めに申込みください。

［問い合わせ先］ 会津坂下町立ばんげ保育所　TEL８３-３２０２

ばんげ保育所からお知らせ
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TOWN TOPICS

　湯川村と共同で事業を進めている

「人の駅・川の駅・道の駅」協議会

では、両町村の観光ＰＲ・物産販売

促進と風評被害払拭対策事業とし

て、２月22日（土）、首都圏アンテ

ナショップをオープンさせました。

かねてより物産販売で交流のあった

葛飾区のご協力により、葛飾区東金

町の商店街内に開店し、地元の金町

地区商店会連合会のご支援をいただ

きながら運営しております。都内の

お知り合いの方に是非ご紹介をお願

いします！

▼場所　　　

　葛飾区東金町1－18－10

　（ＪＲ常磐線金町駅北口）

▼営業時間　　　

　午前11時から午後６時まで

　（日曜日・水曜日定休）

アンテナショップオープン

　２月25日、知々田德衛さんが高齢

者叙勲受賞の報告のため来庁しまし

た。

　知々田さんは、38年の長きに渡り

教育界で活躍しました。退職後は坂

下公民館長を務めるなど、地域の社

会教育振興に尽くすとともに、会津

雪国の絵実行委員会を設立し、会津

の幼児児童生徒の美術教育の振興充

実に寄与され、また町民憲章制定起

草委員として条文の作成に大きく貢

献されました。

　２月28日、和道会瑞空塾本部で空

手を学ぶ佐藤嵩馬くんが、第8回全

国中学生空手道選抜大会出場報告の

ため来庁しました。

　佐藤くんは、昨年11月の県大会の

男子中学1年生の形で３位となり、

全国出場を勝ち取りました。全国大

会では「優勝を目指します！」と力

強く抱負を語りました。

知々田德衛さん
高齢者叙勲受賞

佐藤嵩馬くん(坂下一中)
全国空手に出場

　坂下中学校で、エコロジー委員会

のメンバー 40人が中心となり、全

校生、教職員に協力を呼びかけペッ

トボトルのキャップを回収しまし

た。回収されたキャップは、途上国

の子どもたちのワクチン代として利

用されます。

　樋口委員長（３年生）は「みんな

の協力でこれだけ集まったので今後

も、たくさんのワクチンを作れるよ

うに活動を継続していきたい」と抱

負を語りました。

坂下中　エコキャップ運動
70キロ（3万100個）寄贈

ご寄付に感謝します

JA会津みどり　和牛部会 様

「会津牛（坂下産Ａ４級）90㎏」

小中学校の子どもたちの食育および

地産地消推進のため

※３月４日の学校給食となりました。
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TOWN TOPICS

○ 髙橋　弘　様

○ 会津坂下ライオンズクラブ　様

○ 仙台コカ・コーラボトリング㈱会津営業所長　森　正美　様

○ あいづしんくみ年金友の会連合会　会長　武藤勇次郎　様

○ 会津坂下書道連盟　様

○ カラオケひまわり会　加藤　正治　様　

○ 星　貴　様

○ 阿賀の竹歌謡唄舞会　渡部　郷一　様

○ 会津まごころ歌謡クラブ　会長　五十嵐　亀寿　様

○ 陽だまりの会　様

○ 山川健次郎顕彰会　様

○ ㈶青少年交流振興協会　エンジョイゴルフイン会津　様

○ 石綿　力　様

○ 国際ソロプチミストばんげ　会長　小澤　紀子　様

○ ＪＡ会津みどり　和牛部会　様

(順不同)　

皆さんの善意に感謝申し上げます
会津坂下町感謝状贈呈式

　町公共施設で「FREESPOT」（フリースポッ

ト）のサービスが始まりました。

　近年、スマートフォンやタブレット端末な

ど、Wi-Fi対応機器の普及に伴い、外出先でも

インターネットの利用できる公衆無線LANの

ニーズが高まっています。フリースポットと

は、無線LANでインターネットにアクセスで

きる環境を開放し、自由に使うことができるエ

リア・サービスのことです。

　公共施設でも、観光案内や地図確認、行政情

報、地域情報の収集に利用でき、各施設の会議

室やロビー、休憩施設、体育施設などでご利用

いただけます。

　また、緊急時や災害時には、防災情報関連の

通信連絡手段としても利用できますので、町

ホームページや町フェイスブックとあわせてご

活用ください。

　なお、ご利用の際は、メール認証か事前登録

が必要です。最初の接続時にメールアドレスを

利用して認証をおこない、２回目以降は認証な

しで利用可能です。（詳細は「フリースポット協

議会freespot.com」のサイトで確認してくださ

い）

町公共施設が
フリースポット環境になりました

受 賞 者（ 敬 称 略 ）

　平成25年度にご寄附いただいた方への感謝状贈呈式が３月26

日、町役場大会議室で行われ、感謝状が贈られました。

　皆さんのご寄附・ご寄贈の目的に沿えるよう、有効に使わせ

ていただきます。
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TOWN TOPICS

　明るく住みよい会津坂下町を築く道しるべとして制

定された、『会津坂下町民憲章』の推進にふさわしい活

動をされた個人及び団体を対象に、毎年推進章を贈呈

しております。

会津坂下町民憲章推進章贈呈式

　教育委員会顕彰表彰は、町で文化の向上や教育の振興、

発展に貢献しその功績が顕著である団体や個人に贈られ

ます。平成25年度は、55人と６団体が受賞し、賞状と記

念品が贈呈されました。

会津坂下町教育委員会顕彰表彰

今年度は次の方々に贈呈されました。

○村岡忠征さん

　坂下東小学校において児童に茶道の所作や楽しさ

を教え、その丁寧な指導により、児童の心に優しさ

と茶道への興味や関心が高まった。

○坂下東小学校図書ボランティア

　坂下東小学校開校時より読書の指導や読み聞かせ

の実施、及び本の貸し出しや整理を行い、図書室の

利用推進や読書に対する環境づくりに貢献した。

○福島県立会津農林高等学校野球部

　野球部の伝統として代々引き継がれ、年間を通し

て町内の清掃や除雪などの地域奉仕活動に取り組

み、明るく住みよいまちづくりに貢献した。

○遠藤雅子さん

　長年にわたり坂下南小学校(旧坂下小学校)の児童

のために、大豆栽培の体験の場と機会を提供した。

また、大豆栽培において種まきから収穫までの間の

作業に協力し、味噌作りや豆の栄養や食べ方などの

知識を伝え、児童に自然を愛する心が育まれた。

○福島県立会津農林高等学校インターアクトクラブ

　７年間にわたるエコキャップ運動により、“地球に

愛を　子どもに愛を”をモットーに世界の様々な

国々にワクチンを送り、ポリオ撲滅のために尽力し

た。

【坂下南小学校】坂下南小学校相撲部　若宮ちびたん

【6年】岩淵　晶子　二階堂　恵　井関　文佳　福地　龍司

　　　菊池　百音　新井田菜月　

【5年】渡部　孝芽　新國　由奈　藤巻　雄成　斎藤　優海

【4年】永山　茉奈　酒井　優衣　渡辺　乙羽　田﨑　幸我

【3年】桑原　未羽　　　　【2年】鈴木　優斗　名須川千聖

【1年】河原田大樹　坂内　日向

【坂下東小学校】坂下東小学校相撲部

【6年】生江　浩太　佐藤慎太郎　五十嵐龍雅　荒海　拓磨

【5年】江花　　拓　仙波　倖祐　猪股　和樹

【4年】生江　希望　宇内　　華　小池　彩乃　佐藤　太一

【3年】木戸　聖也　猪股沙耶美　山田　　凜　本田　和愛

　　　高橋　　葵　齋藤　正希　五ノ井大智

【2年】渡辺　杏菜　　　　【1年】上野　悠菜　遠藤　心優

【坂下中学校】坂下中学校相撲部　坂下中学校卓球部

坂下中学校陸上部女子４×１００ｍリレーチーム

【3年】永山　　葵　蓮沼　萌生　福地　純太　蓮沼明日香

　　　上野　優人　小林　寛美

【2年】二瓶　　茜　五ノ井高太　増田　圭吾　田村　璃奈

　　　内川　湧太

【1年】佐藤　嵩馬　渡辺　一希　板橋聖一郎

【感謝状（一般）】佐藤　敦之

受賞者（敬称略）　　　　　　　　　（順不同）
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募　

集

只
見
線
全
線
復
旧
支
援
の
寄
附

金
を
募
集

　
平
成
23
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
未
だ
全
線

復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
Ｊ

Ｒ
只
見
線
の
復
旧
を
支
援
す
る
た
め
、

寄
附
金
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
寄
附
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

に
よ
り
申
込
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必
要
事

項
を
記
載
の
上
、
福
島
県
生
活
交
通

課
へ
郵
送
す
る
か
、
福
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
り
申

込
く
だ
さ
い
。
申
込
後
、
福
島
県
か

ら
振
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
６
０
―

８
６
７
０

　
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
―

16

　
福
島
県
生
活
環
境
部
生
活
交
通
課

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
５
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

://w
w

w
.p

ref.fu
k

u
sh

im
a.jp

の
あ
る
町
民
の
皆
様
か
ら
の
、
積
極

的
な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
４
月
10
日（
木
）～
４
月
25
日（
金
）

▼
募
集
人
数

　
２
名
（
町
内
在
住
で
成
人
の
方
）

▼
そ
の
他

　
規
定
に
よ
り
日
額
報
酬
を
支
払
い

ま
す
。

※
行
政
評
価
委
員
会
と
は
、
公
募
を

　
含
め
て
８
名
以
内
で
組
織
し
、
毎

　
年
４
回
程
度
の
会
議
に
よ
り
行
政

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
し
ま

　
す
。
な
お
、
任
期
は
２
年
間
で
す
。

▼
申
込
先

　
政
策
企
画
班
　
☎
84
―

１
５
０
４

行
政
評
価
委
員
の
公
募

　
町
で
は
、
振
興
計
画
の
施
策
目
標

達
成
の
た
め
に
、
事
務
事
業
を
第
三

者
で
あ
る
「
行
政
評
価
委
員
」
に
評

価
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
前
任
者
の
任
期
が
終
了

し
ま
し
た
の
で
、
下
記
に
よ
り
委
員

を
公
募
し
ま
す
。
行
政
評
価
に
関
心

福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支
援

事
業（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）の
募
集

　
住
民
が
主
役
の
個
性
と
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対
し
、

助
成
す
る
支
援
制
度
で
す
。

▼
事
業
種
別

○
一
般
枠

　
民
間
団
体
が
行
う
広
域
的
な
視
点

に
配
慮
さ
れ
た
事
業
又
は
先
駆
的
な

事
業

○
過
疎
・
中
山
間
地
域
集
落
等
活
性

　
化
枠

　
集
落
等
や
協
定
団
体
が
行
う
集
落

等
再
生
事
業
（
単
な
る
維
持
修
繕
を

除
く
）

▼
募
集
期
間

　
５
月
９
日
（
金
）
ま
で

※
期
日
必
着
の
た
め
早
め
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

　
様
式
等
は
会
津
地
方
振
興
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
ref.fu

k
u

sh
im

a
.

jp
/
a
izu

/
sh

in
k

o
/
zig

y
o
u

.h
tm

l

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
企
画
班
　
☎
84
―

１
５
０
４

成
人
式
実
行
委
員
募
集

〝
一
生
に
一
度
〟
の
成
人
式
を

　
　
心
に
残
る
成
人
式
に
・
・
・

　
　
仲
間
と
と
も
に
創
ろ
う
！

　
町
で
は
、
今
年
も
８
月
15
日
に
夏

の
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
手
に
よ
る
有
意
義
な
式

典
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
式
の
企
画
・
運
営
等
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
会
津
坂
下
町
に
住
所

を
有
す
る
者
及
び
、
町
内
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た
者
。

▼
申
込
先

　
教
育
課
社
会
文
化
班
（
中
央
公
民

館
内
）

▼
申
込
方
法

　
①
本
人
来
館
②
電
話
③
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
④e-m

a
il

の
場
合

　cy
u

o
u

@
to

w
n

.a
izu

b
a
n

g
e.fu

k

　u
sh

im
a
.jp

※
③
④
の
場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・

　
生
年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を

　
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
　
先
着
10
名
程
度

▼
申
込
期
限
　

　
５
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
課
社
会
文
化
班

　
☎
83
―

３
０
１
０

　
FAX 

83
―

４
４
９
８

※
成
人
式
の
案
内 

　
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
会
津
坂

下
町
の
実
家
へ
通
知
い
た
し
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

第
３
回

ば
ん
げ
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

ば
ん
げ
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

祝
い
、
交
流
の
遊
び
場
を
つ
く
り
ま

す
！

　
た
く
さ
ん
の
遊
び
が
み
な
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
３
日
（
祝
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

 

午
後
１
時
ま
で

▼
場
所
　
町
民
体
育
館
　
外

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館
　
☎
83
―

３
０
１
０

発
掘
調
査
作
業
員
募
集

　
平
成
26
年
度
の
発
掘
調
査
作
業
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
及
び
募
集
予
定
人
員

○
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
作
業
員

　
若
干
名

▼
応
募
資
格

　
昭
和
24
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ

で
、
心
身
の
健
康
な
方

▼
雇
用
期
間

　
５
月
～
９
月
の
発
掘
調
査
期
間

▼
勤
務
場
所

　
町
内
遺
跡
の
発
掘
現
場
（
屋
外
で

の
作
業
と
な
り
ま
す
）

▼
提
出
書
類
及
び
申
込
方
法

　
履
歴
書
を
社
会
文
化
班
（
中
央
公

民
館
）
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
25
日
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　
４
月
22
日
（
火
）
ま
で
、（
土 

・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
文
化
班

　
☎
83
―

３
０
１
０

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。

（年間契約の場合、割引有り）
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犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

平成 26年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの会場で受

けてください。※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

登録の種類 費 用 受付方法

町に登録されている犬
1 頭につき 3,200 円（集合注射料 2,650

円＋注射済票 550円）

個人通知書及び問診票を送付しますので、

記入のうえ必ず持参してください。

新たに登録される犬
1 頭につき 6,200 円（登録料 3,000 円＋

集合注射料 2,650円＋注射済票 550円）

会場に用意してある申請書に記入してい

ただきますので、早めにおいでください。

○予防注射を受ける際には問診票の提出が必要となります。犬の登録をされている方には通知文書と併せて送付

しますので、記入のうえご持参ください。

○つり銭のないようご協力ください。

▼平成２６年度狂犬病予防注射（集合注射）日程表

期 日 場 所 期 間

5 月 16日（金）

高寺コミュニティセンター（旧高寺公民館） 午前 9時 30 分～10時 5分

坂本コミュニティセンター 午前 10時 20分～10時 35分

八幡コミュニティセンター（旧八幡公民館） 午前 10時 50分～11時 20分

若宮コミュニティセンター（旧若宮公民館） 午後 1時 10 分～1時 50分

金上コミュニティセンター（旧金上公民館） 午後 2時 5分～2時 45 分

5 月 19日（月）

長井会館 午前 9時 30 分～9時 45分

川西コミュニティセンター（旧川西公民館） 午前 10時～10時 20分

広瀬コミュニティセンター（旧広瀬公民館） 午前 10時 35分～11時 20分

健康管理センター 午後 1時 10 分～2時 30分

▼注意事項 ○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。

○犬を扱いなれた人が連れてきてください。

○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処できるような服装でおいでください。

○首輪は必ず付け、注射時も離さないでください。

○かみつき癖のある犬には、口輪を付けてください。

○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。

※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更が生じた場合は、ご連絡ください。

▼問い合わせ先 戸籍環境班 TEL 84-1500

健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　
４
月
17
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間
　

○
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
坂
下
総
合
支
店

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

○
八
洲
ゴ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～

 

午
後
３
時
30
分
　

○
マ
ル
ト
建
設
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
４
時
～
午
後
６
時

▼
対
象

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

暮
ら
し

粗
大
ご
み
の
収
集
日
程

　
粗
大
ご
み
の
収
集
を
左
記
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
収
集
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
該
当
地
区
に
は
、
事
前
に

詳
細
な
内
容
の
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
、
粗
大

ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
程

５
月
18
日
（
日
）
坂
下
地
区

６
月
15
日
（
日
）
金
上
・
若
宮
地
区

７
月
27
日
（
日
）
広
瀬
・
八
幡
地
区

８
月
24
日
（
日
）
川
西
・
高
寺
地
区

▼
収
集
場
所
・
時
間

　
該
当
す
る
地
区
に
は
、
事
前
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
方
法

　
別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
た

処
理
券
と
処
理
費
用
を
お
持
ち
の
上
、

区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
の
確
認
を
受

け
て
か
ら
、
収
集
場
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
指
定
し
た
場
所
に
出
せ
な
い
場
合

や
費
用
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
収

集
業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み

　
ご
み
の
資
源
分
別
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
籍
環
境
班
　
☎
84
―

１
５
０
０
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平成 26年度 町税等納期一覧表

▼問い合わせ先

月 納期限
固 定

資産税

町 県

民 税

軽自動

車 税

国 民

健 康

保険税

介 護

保険料

後 期

高齢者

保険料

水 道

料 金

下水・

農集排

使用料

住 宅

使用料

児 童

福 祉

負担金

4 月 4 月 30日 ○ ○ ○ ○

5 月 6 月 2 日 ○ ○ ○ ○

6 月 6 月 30日 ○ ○ ○ ○

7 月 7 月 31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 9 月 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 9 月 30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 月 10月 31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 月 12月 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 月 12月 29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 月 2 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 月 3 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月 3 月 31日 ○ ○ ○

納入
場所

○東邦銀行坂下支店及び町金庫(役場内派出所) ○大東銀行坂下支店 ○会津信用金庫坂下支店
○会津商工信用組合会津坂下支店 ○会津みどり農業協同組合の町内各支店

税務管理班(固定資産税・町県民税・軽自動車税) TEL 84-1502

保険年金班(国民健康保険税) TEL 84-1501

(介護保険料・後期高齢者保険料) TEL 84-1513

上下水道班(水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料) TEL 84-1530

都市土木班(住宅使用料) TEL 84-1506

子ども支援班(児童福祉負担金) TEL 84-3712

暮
ら
し

記
帳
説
明
会

　
個
人
の
住
民
税
申
告
の
方
で
、
事

業
所
得
等
を
有
す
る
全
て
の
方
は
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

（
※
所
得
税
の
白
色
申
告
者
も
同
様

で
す
）

　
町
で
は
、
税
務
署
と
共
同
で
、
新

た
に
記
帳
を
行
う
方
や
記
帳
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
、
記
帳
・

帳
簿
保
存
制
度
の
概
要
や
記
帳
の
仕

方
等
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　
事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含
む
）、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方

▼
説
明
会
実
施
日

　
５
月
30
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
会
場

　
中
央
公
民
館
２
階
「
大
研
修
室
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
管
理
班
　
☎
84
―

１
５
０
２

道
路
の
異
常
を
見
つ
け
た
ら
ご

一
報
を
!!

　
早
期
の
道
路
補
修
に
よ
り
、
交
通

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
町
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
報
告
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

○
路
面
に
大
き
な
穴
ぼ
こ
が
あ
る

○
路
肩
が
崩
れ
て
い
る

○
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

※
な
お
、
事
故
情
報
等
は
警
察
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
報
告
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
土
木
班
　

　
☎
84
―

１
５
０
６

漬
物
製
造
施
設
の
届
出
は
済
み

ま
し
た
か
？

平
成
25
年
５
月
１
日
か
ら
「
漬
物

製
造
施
設
の
衛
生
確
保
に
関
す
る
要

綱
」
が
施
行
さ
れ
、
漬
物
を
製
造
販

売
す
る
方
は
保
健
所
へ
製
造
施
設
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
24
年
に
浅
漬
に
起
因
し
た

食
中
毒
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
営

業
の
実
態
把
握
と
漬
物
に
よ
る
衛
生

上
の
危
害
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
で
す
。
現
在
営
業
さ
れ
て
い
る

方
の
猶
予
期
限
は
平
成
26
年
４
月
30

日
ま
で
で
す
の
で
遅
れ
ず
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
製
品
を
出
荷

す
る
際
は
、
適
正
な
表
示
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
・
届
出
先

会
津
保
健
所 

食
品
衛
生
チ
ー
ム

☎
29
―

５
５
１
６
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

坂
下
警
察
署
か
ら

注　

意

　
会
津
坂
下
町
で
は
２
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

◎
「
野
焼
き
」
は
犯
罪
で
す
!!

▼
「
野
焼
き
」
と
は
、
ど
ん
な
こ
と

　
を
言
う
の
？

　「
野
焼
き
」
と
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

廃
棄
物
処
理
法
）
と
記
載
）
に
て
禁

止
さ
れ
て
い
る
行
為
で
、「
廃
棄
物

を
屋
外
で
焼
却
す
る
行
為
」
の
意
味

で
す
。（
山
野
な
ど
を
肥
や
す
た
め

の
「
火
入
れ
」
や
「
土
手
焼
き
」
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
何
を
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
の
？

　
日
常
生
活
や
業
務
上
で
出
た
「
ゴ

ミ
」
と
言
え
る
物
は
、
廃
棄
物
処
理

法
で
焼
却
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
と

な
り
ま
す
。

▼
「
野
焼
き
」
は
、
な
ぜ
し
て
は
い

　
け
な
い
の
？

　
廃
棄
物
処
理
法
は
、「
生
活
環
境

の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
」
を
目

的
と
し
て
お
り
、
同
法
第
16
条
の
２

に
「
誰
も
が
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は

な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　
例
外
的
に
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た

方
法
で
廃
棄
物
を
焼
却
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ド
ラ
ム
缶
等

を
用
い
て
焼
却
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
る
方
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
一
部
、
公
益
上
や
社
会
の
慣
習
上

　
や
む
を
得
な
い
焼
却
は
認
め
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

▼
「
野
焼
き
」
を
す
る
と
、
ど
の
よ

　
う
な
罰
則
を
受
け
る
の
？

 

　「
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」（
併
科

あ
り
）。
法
人
と
し
て
行
っ
た
場
合

は
「
３
億
円
以
下
の
罰
金
」
の
非
常

に
重
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成26年２月末現在)

区　分 管  内 会津坂下町 区　分 管  内 会津坂下町

強 盗 自 販 機 ね ら い

空 き 巣 ね ら い 2 車 上 ね ら い

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 街 頭 犯 罪 合 計 2 0

オ ー ト バ イ 盗 その他刑法犯等 10 9

自 転 車 盗 全 刑 法 犯 12 9

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

そ
の
他

　
い
つ
も
、
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
当
館
は
、
定
期
配
管
清
掃
を
行
う

た
め
３
月
10
日
（
月
）
と
３
月
11
日

（
火
）
の
２
日
間
お
休
み
と
な
り
ま

す
。
３
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
よ

り
通
常
営
業
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
春
日
八
郎
お
も
い
で
館
よ
り

　
現
在
、
冬
期
間
休
館
中
の
春
日
八

郎
お
も
い
で
館
は
、
３
月
９
日
（
日
）

か
ら
再
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
・
春
日
八
郎

　
お
も
い
で
館
指
定
管
理
者

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
１
５
１

五浪美術記念館より 5 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

『斎藤清 木版画展』

4 月 19 日（土）～ 6 月 15 日（日）

美術記念館で収蔵している斎藤清画伯

の版画を、年代を追って展示します。

※ は休館日です。

※5 月 5 日（月）は無料観覧日です。

4 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

すこやかキッズ

  4 月10日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　TEL83－1000

※申込はいりません

対　 0～ 1 ・  1～ 2 歳の子供と保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び

  4月24日（木）

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　 2 歳～幼稚園入園前の子供と保護者

持　オムツ・飲み物

内　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

つくしんぼ教室

 5 月～ 3 月

年11回程度（月1回）

平日の午前中

場　中央公民館　外

問　社会文化班

　　（中央公民館）

　　TEL 83-3010

親子のふれあいや伝統行事などの体験学習

費　1,000円 （子ども 1 人につき）

対　町内に住む入園前の幼児とその保護者

期　 4 月25日（金）まで

司法書士・土地家
屋調査士による

相談会

  5 月 1 日(木)

午前 9 時30分　　

　　　　　～正午

場　保健福祉センター

問　TEL 83-2837

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの

相談に応じます。

人権・行政相談会

  5 月 7 日(水)

午前10時　　　　

　　　～午後 3 時

場　保健福祉センター

問　TEL 83-2837

家庭内のもめごと、近隣とのトラブルをはじ

めとする人権や行政問題等についての相談会

を開催します。

人権擁護委員　　　猪俣徳吉(上町)　

　小池喜八(青津)  佐藤宗弘(福原)

　佐藤弘子(大沢)　田部伸予(杉山)　

行政相談委員

　鶴見常夫(新町)  渡部ひろみ(諏訪町)

文化財講座
『坂下学講座』
参加者募集

 5 月～ 10月のうち

月 1 回程度

(全 5 回予定)

問  社会文化班

　　文化振興係

　　（中央公民館）

　　TEL 83-3010

対　町内に住む20歳以上の方

期　 4 月30日（水）まで

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝申込期日　費＝参加費　対＝対象者　持＝持参物

（地域を元気にするお仕事です）
◆職種/ ヤクルト商品のお届け・販売・集金・普及活動 ◆募集人数 /１名
◆勤務地/ 坂下町センター(会津坂下町字市中４番甲3758)
◆収 入/ 各種助成金を含め７万円以上になります。
※現在、幼稚園・保育園に預けられている方には助成金が出ます
◆勤務時間/９：００～14：００頃まで ◆休 日/土・日・祝祭日・お盆・年末年始・GW
◆福利厚生/旅行・退職金・全国ヤクルトグループ独自の共済制度有り

完全週休二日制(土曜･日曜日)ヤクルトスタッフ募集
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【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④番窓口）　TEL ８４－１５０１

資格が変わったら届出をしましょう

健康保険の資格が変更になった際は、国民健康保険の手続きが必要になります。特に 4 月は就職や退

職、進学や卒業などにより、引っ越しや保険の切り替えにより資格が変わる機会が多くなります。

忘れずに役場で手続きをしましょう。

手続きが必要な時 必要なもの 備考

国保に

加入

他の市町村から転入 転出証明書、印鑑

お勤め先の健康保険を抜けた時

（扶養から抜けた時）

社会保険資格喪失証明書など今まで加入

していた保険の資格がなくなった事がわ

かるもの、印鑑

※１

お子さんがお生まれになった時 親御さんの保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった時 特にありません

※１：60 歳以上 65 歳未満の方で、厚生年金・共済年金に合計 20 年以上（または 40 歳以降で 10 年以

上）加入されていた方は退職者医療制度に該当します。年金証書または基礎年金番号が分かるも

のをお持ちください。

手続きが必要な時 必要なもの 備考

国保を

脱退

他の市町村へ転出 保険証、印鑑 ※1
お勤め先の健康保険に加入した時

（扶養に入ったとき）

社会保険の保険証（コピー可）または社会

保険取得証明書等、国保の保険証、印鑑

※2
※3

お亡くなりになった時 保険証、印鑑

生活保護を受け始めた時 保険証

※1：就学のための転出の場合は、特例により会津坂下町の国保に加入したまま転出する事が出来ます。

その際は在学証明書が必要になります。（学生証では不可）

※2：切り替わる方全員分をお持ちください。

※3：会社の健康保険に加入した際でも、国保は自動的に脱退になったり、会社側で手続きを行うとい

うこともありません。ご本人様またはご家族様が手続きを行ってください。

注意！！ [加入の届出が遅れると…]

国保は届け出をした日からではなく、資格を得た日（例：退職のときは退職した日の翌日）から

加入となります。そのため、その日までさかのぼって保険税が発生します。（遡及賦課）。

注意！！ [脱退の届出が遅れると…]

うっかり国保の保険証を使って医療を受けてしまった場合は、国保が負担した医療費をあとで返

していただきます（医療費の返還請求）。保険が変更になった場合は、速やかにかかりつけ医療機

関にご提示ください。

また、ほかの健康保険と国保の保険税を二重に支払ってしまうことにもなりますのでご注意くだ

さい。
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4 月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

４月11日(金) ～５月15日(木)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（３月１日現在）

人　口………16,565人（－33）

　男　………  7,915人（－12）

　女　………  8,650人（－21）

世帯数………  5,397戸（－ 2）

今月の納税【納期限４月30日(水)】

●固定資産税　

●住宅使用料

●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】

（4/11 ～ 5/15）

　 4/13日・20日・27日・29火

　 5/3土・4日・5月・6火・11日

　上下水道班　TEL 84-1530

2/21 ～ 3/20届出分

戸籍の窓口

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

お誕生おめでとう

地　区　　　名　前� （保護者）

新富町� 薄　　　遥
はる

　香
か

�（達��典）

新　舘� 髙　橋　萌
も

　愛
あ

�（則��之）

五　香� 相　良　絢
じゅ

璃
り

奈
な

�（広��宣）

中政所� 渡　辺　大
たい

　雅
が

�（正��樹）

船　窪� 鈴　木　隆
りゅう

　聖
せい

�（貴��裕）

緑　町� 渡　部　朝
あさ

　日
ひ

�（祐��輔）

ごめい福をお祈りします

金　上� 皆　方　つね子�（88歳）

新　町� 伊　藤　春　子�（88歳）

金　沢� 村　上　タケノ�（98歳）

沼　越� 大　竹　久　子�（79歳）

和　泉� 小　野　ミチヨ�（90歳）

本　名� 髙　梨　　　敏�（89歳）

牛　沢� 新井田　　　穰�（95歳）

新　町� 矢　澤　ミツヨ�（87歳）

青　木� 薄　　　ユキ子�（80歳）

村　田� 國　井　美慧子�（86歳）

御池田� 武　田　惣　𠮷�（86歳）

新富町� 渡　部　照　雄�（85歳）

大　上� 福　地　八重子�（86歳）

舟　渡� 渡　辺　ヒサ子�（81歳）

乳幼児健康診査
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間 午後 1時～1時 20分

事 業 名 月 日 対 象 者

4か月児 5 月 13 日(火)
平成 25 年 12 月 15 日

～平成 26 年 1月 14 日生

1歳 6 か月児 5 月 15 日(木) 平成 24 年 10 月・11 月生

2歳 6 か月児 4 月 15 日(火) 平成 23 年 10 月・11 月生

3歳 6 か月児 4 月 25 日(金) 平成 22 年 10 月・11 月生

乳幼児健康

・栄養相談
4 月 11 日(金)

月齢・年齢は問いません。育児につ

いての相談を希望する方。

離乳食教室
4 月 11 日(金)

午後2時30分～

平成 25 年 7 月 15 日

～平成 25 年 9月 14 日生

救 急 病 院

坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果( 3月 17日）】
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時

年 月 数値 調査地点 数値 調査地点 数値

3 月 1 日 0.061 坂下東小学校 0.111 坂下東幼稚園 0.111

2 月 1 日 0.043 坂下南小学校 0.104 坂下南幼稚園 0.095

1 月 8 日 0.056 坂下中学校 0.081 ばんげ保育所 0.063

12月 1日 0.090 えくぼ遊育園 0.118

11月 1日 0.090 ▼問い合わせ先 除染対策室 TEL84-1527

休日救急診療当番

※ 変更になる場合があります。

4 月 13 日 (日) あかぎ内科消化器科医院 ☎83-0303

4 月 27 日 (日) 荒井医院 ☎83-2224

4 月 29 日 (火) 寿松堂渡辺医院 ☎83-3125

5 月 4 日 (日) 平野医院 ☎83-2243

5 月 11 日 (日) 菅原医院 ☎83-2311
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　つるし雛の展示が八幡コミュニティセンターで行われました。八幡地区地域づくり協議会

の教養・青少年部会の手芸サークルのメンバーや、子どもたちが折り紙で作成したつるし雛、

地域の方が持ち寄ったひな人形や掛軸などが展示された会場は華やかな雰囲気に包まれまし

た。つるし雛は２月25日から３月２日まで展示され、つるし雛の製作者や子どたちをはじ

め、たくさんの地域の方が集まりにぎわいました。最終日のひな祭りでは陶器皿絵付け体験

教室が行われ、子どもたちは思い思いのイラストを描いていました。お昼にはケーキと手作

りの甘酒が振舞われ、綺麗に飾られたひな人形を眺めながらの食事にみなさん満足顔でし

た。今回のイベントについて佐藤センター長は、 「子どもから大人までみんなで協力し合っ

たものになり地域活性化につながりました。今後も継続していきたいです！」と抱負を語り

ました。

　桃の節句である３月３日、坂下東幼稚園でひな祭り会が

行われました。ひな人形と園児たちが作ったかわいいおひ

な様が展示されたお遊戯室で、園児たちは「うれしいひな

まつり」をみんなで歌ったり、おひな様クイズやゲームを

して楽しいひとときを過ごしました。園長先生からひな祭

りの由来やひな人形についてのお話を聞いて、園児たちは

「なるほど！」と何度もうなずいて、春の訪れを心待ちに

しているようでした。


